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Fr.シラー生誕250年記念に寄せて
松山　雄三
2009年はドイツの詩人・フリードリヒ・シラー（Schiller, Friedrich 1759-
1805）の生誕250年の記念の年に当たる。そこで、人間的な自由のあり様
を追い求め続けたシラーの心にあらためて触れるために、立教大学では公
開講演会「シラー生誕250年記念『ヘルダーとシラーを語る』」＜立教大学
文学部文学科ドイツ文学専修主催、2009年6月14日、於：立教大学池袋キ
ャンパス＞が企画され、筆者はその講演会で「教育思想家としてのシラー」
と題して講演する機会を得た。本稿はその講演会に於ける講演原稿に若干
の注釈等を加筆したものである。
教育思想家としてのシラー
Ⅰ．はじめに
Ⅱ．道徳的教育の思想
Ⅲ．美的教育の思想
Ⅰ．はじめに
Fr.シラーは生涯に亙る文化活動を通じて、「人間であること」（NA
Bd.20, S.100）の真理を捉えるために、人間存在の本質の解明に努め、人間
に相応しい生のあり様、心のあり様を追究し続けました。シラーは45歳で
早世いたしましたが、実に数多くの作品や論文を残しております。文壇デ
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ビュー作になりました『群盗』（1781）や最後の作品『ヴィルヘルム・テ
ル』（1804）をはじめ、都合9編の戯曲、そして、散文小説、詩、歴史書、
美学論文などを著しております。そのシラーの多面的な文化活動を概観し
ますと、そこには詩人・作家としての資質、歴史家１ としての資質、そし
て美学哲学者としての資質が、あるときは相互補完的に、あるときは拮抗
して表れ出ております。シラーについてお話ししますときには、やはり彼
と同時代（18世紀）のドイツの偉大な詩人 J.W.v.ゲーテ（1749-1832）に触
れないわけにはゆかないのですが、そのゲーテ宛書簡（1794年8月31日付
シラー書簡）の中でシラーは次のように自己分析をしたことがあります。
「私は二様の性格の者として、概念と直観の間で、法則と感情の間で、
技巧的な頭脳と天才の間で浮かんでおります。[...]私が哲学するときには、
詩人が私を駆り立て、私が詩作するときには、哲学的精神が私を駆り立て
ます。」（NA Bd.27, S. 32）
確かに、シラーは豊かな詩的想像力（ファンタジー）と深遠な哲学的精
神を兼ね備えた作家でありますが、想像豊かに無限の世界に想いを駆け巡
らせる詩的想像力と、言葉の厳密な規定のもとに思想を構築してゆきます
哲学的精神—表現が不適切かもしれませんが、一方は膨らませ、他方は規
定する感じですので—が、必ずしも常に協調関係を保っていたわけではあ
りません。むしろ詩的想像力と哲学的精神の拮抗、張り合いがシラーの創
作活動、思考活動をある時は滞らせ、ある時は深みを増させたのでした。
そしてそれらの多面的な文化活動の根幹を貫いておりますのが、教育の
心、人間形成の心です。そして、ここで又、ゲーテの言葉を引き合いに出
させていただきますが、ゲーテは次のようなシラー像を明らかにしており
ます。
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「シラーは一週間ごとに別人になった。より完全な人間になった。彼に
会うたびに、彼は読書、学識、判断の点で私より進んでしまったようにみ
えた。」2
ゲーテによりますシラー像は、シラー自身が絶えず自己陶冶に努めた人
であったことを示す何よりの言葉ではないでしょうか。後の世の人によっ
て、実は Fr.ニーチェ（1844-1900）ですが、「ゼッキンゲンの道徳のラッパ
手」3と些か皮肉交じりで批判されたこともありますが、シラーは、あると
きは諄々と諭し、あるときは熱く語りかけて、人としての心を説いてまわ
ったのでした。ただし、シラーの教育論を単に教訓的あるいは道徳的とだ
け解しますならば、それはシラーの教育の心を捉えそこなうことになりま
す。シラーは道徳的な教育の思想を説くと同時に、美的教養の育成につい
ても説く教育思想家でした。特に、シラーは美的なものの教育的効用を高
く位置づけておりました。そうかと申しまして、シラーは耽美主義者でも
夢想家でもありません。自分がおかれております冷厳な現実世界を充分に
把握しているからこそ、シラーは啓蒙精神の涵養を図り、自らの心、他者
の心、そして時代の心の熟成を願ったのでした。ただしシラーにあって心
の熟成とは、古の理想郷アルカディアに戻ることができずに、未来の理想
郷エリュシオンに向かう人間の心の純化を意味します 4。ただいま唐突に、
理想郷アルカディアとか、理想郷エリュシオンという言葉を使ってしまい
ましたが、アルカディアもエリュシオンも、想像上の理想郷でして、アル
カディアとは古代ギリシャの世界に存在しただろうと想像していると申し
ましょうか、存在して欲しかったと申しましょうか、神々と人間が共生し
ていたとされます理想郷です。この理想郷はギリシャの南部ペロポネソス
半島にあったと、場所まで仮定されています。そしてエリュシオンとは、
未来世界にあると仮定される、あるいはむしろ、あって欲しいと希求され
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る理想郷です。ただし、アルカディアからエリュシオンに至る途上では、
人間の理性の覚醒に起因する感性と理性の分裂、そして分裂した感性と理
性の再統合を果たすという、人間存在に課せられております不可避の課題
を解決しなければなりません。まるで、聖書の創世記で描かれております、
アダムとイヴの失楽園、エデンの園からの追放みたいですね。そうします
と、人類の文化精神的発展の歩みは理想郷アルカディアから出されまして、
また同様な理想郷エリュシオンに戻るに過ぎないのかということになりま
すが、この間に人間にあっては理性の覚醒という大事業が果たされ、無限
の高みにまで突き進む観念が感性との協働のうえに理想郷エリュシオンを
目指すことになります。
因みに、シラーの書簡を紐解いたことがある人ならば、経済的な困窮と
病苦を訴えるとともに、まるで天上の人が語るように、清澄な心のうちを
吐露するシラーの言葉に、幾度も接したことがあると存じます。そこには、
苦難多いが現実世界の実情を直視しようとする固い決意と、人間の自己形
成の心を信じ、無限な観念の世界へ向けて飛翔しようとする気高い心が共
生しているのです。また、そこに、現実世界に見切りをつけることのでき
ない理想主義者シラーの苦悩があるのではないでしょうか。著名なシラー
研究者でありますEmil Staigerは次のように述べております。
「シラーは、理想と現実生活の中間に位置する高尚な立場から話してい
る。彼は見上げては天上のものたちの明澄な領域を眺め、視線を下げては、
恐怖の現象を見ている。彼はこの世界でも、あの世界でも異邦人である。」5
こうしたシラーの生き様は、彼自身が育んできた敬虔で道徳的な世界観
と美的な世界観、そして温かい人間愛に支えられたものでした 6。そして
シラーが説く教育思想は、度々指摘されておりますように、若い頃にはよ
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り道徳的教育に、壮年期以後にはより美的教育に関心が向けられておりま
す。
Ⅱ．道徳的教育の思想
そこで、若い頃のシラーの諸論文や文芸作品等に窺える彼の教育観に触
れてみたいと思います。ここで見逃せないのが、アダム・ファーガスン
（1732-1816）著、クリスチアン・ガルヴェ（1742-1798）訳注『道徳哲学
の原理』（1772）から、シラーが強い思想的な影響を受けていることです。
A.ファーガスンと Chr. ガルヴェは共にシラーと同時代のひとでして、A.フ
ァーガスンはスコットランドの道徳哲学者です。Chr. ガルヴェはドイツの
啓蒙主義哲学者でして、シラーの時代を代表する教養人と目されておりま
した M.メンデルスゾーン（1729-86）の後継者です。シラーの恩師、カー
ル学院の J.F.アーベル（1751-1829）教授やシラーの義理の姉カロリーネ・
フォン・ヴォルツォーゲン（1763-1847）7によりますと、シラーが啓蒙主
義哲学、特に A.ファーガスン著『道徳哲学の原理』に関心を寄せ、さらに
その著書に付されておりました Chr.ガルヴェの注釈を諳んじていたといわ
れております。それほど、この著書は若いシラーの精神形成に強く関わっ
たのでした。もっとも、所謂カント（1724-1804）体験を等閑視する意図
は全くありません。シラーの思想形成において占めるカント思想の影響に
は大なるもの、決定的なものがあることについては、全く異論はありませ
ん。ただし、本日の話では、シラーの教育の心の源泉を探りたいと存じま
す。その一つの例を挙げますと、シラーは領主カール・オイゲン公（1728-
93）の厳命により軍人養成所に13歳で入学を余儀なくされ、軍医になるべ
く勉学を続けたのでしたが、この軍人養成所 8の卒業論文『人間の動物的
本性と精神的本性の連関について』（1780）に次の様な言葉が記されてお
ります。
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「肉体の喜びの弦が心の喜びの弦を呼び覚ますように、前者の悲しい音
色は後者の悲しい音色を呼び覚まします。これは不思議な、注目すべき共
鳴であり、この共鳴が人間の異質な原理を一つのものにするのです。人間
は精神と肉体とではなくして、この二つの実体の極めて緊密に混合された
ものです。」（NA Bd.20, S.64）
「動物的本性が精神的本性と徹底的に混合されていること、そしてこの
徹底的な混合が完全性ということであることは、いまや証明されたと思い
ます。」（NA Bd.20, S.68）
実は、A.ファーガスンの『道徳哲学の原理』にも同様な内容の文章が窺
えまして、引用しますと、「人間の本性は、物質的な部分と精神的な部分、
魂と肉体から集められた混合的なものと見做される」9と述べられておりま
す。シラーは感性と理性の調和に基づく人格形成に理想の人間像を求めて
おりますが、そのような人間観は既に少年期に培われたのでした。
さらに、若いシラーの世界観、人間観を探るためには、２篇の「フラン
チスカ献辞」10（フランチスカという女性は領主カール・オイゲン公の想わ
れ人、要するに＜愛人＞でして、ただし「国母」として公に告げられてお
りました。彼女は後にカール・オイゲン公と正式に結婚しております。カ
ール学院生徒シラーは彼女の誕生日の祝宴で祝辞を献じております）、ま
た『生理学の哲学』（1779, 第１のカール学院卒業論文）、そして『人間の
動物的本性と精神的本性の連関についての試論』（1780, 第３のカール学院
卒業論文）、さらに『哲学的書簡』（1786）を挙げることができますが、そ
れらの論説で中心をなしている思想は、「愛」の哲学と「神的相等性
Gotta..hnlichkeit」の理念です。
「愛」は神と被造物、あるいは被造物である人間同士を結び付ける「磁
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石」「絆」「鎖」と形容され、「愛とは、被造物の中で息づく第二の生命で
す」（NA Bd.20, S.32）と説かれています。しかも、シラーが説いておりま
す愛とは自他超越の愛でして、彼が「自己愛」について語りますときには、
「自己愛」即「他者愛」を意味しますことを捉えておきませんと、シラー
の発言にはエゴイズムの推奨かと、思い違いをしかねない箇所が見受けら
れます。
また「神的相等性」に関するシラーの言葉からは、マタイ伝の一節「汝
等の天の父が完全でおわしますように、汝等もまた完全であれ」が想起さ
れますような、シラーの敬虔な世界観が窺われます。特に、この思想に関
しましては、シラーの叙述が Chr.ガルヴェの言葉の引き写しに近いと思わ
れるほどに類似しておりまして、Chr.ガルヴェの強い影響を特に感じ取る
ことができます。そこで説かれております主旨は、神の完全性を我がもの
にすることができるように、自己啓蒙に努めなさい、ただし、有限な身の
人間にとって、神の完全性を獲得するという目標への到達は不可能ですが、
不断に努力を継続しなさい、という極めて道徳的なものです。そこで、青
少年期のシラーの啓蒙の心を代表するものとして、最初の卒業論文『生理
学の哲学』（1779）に窺えます次の言葉を引用しておきたいと思います。
「人間は、創造主の偉大さを獲得するために存在します。人間は、創造
主が世界を見渡すのと同じ眼差しで、世界を見渡すために存在します。神
と同じくなることが人間の使命です。このような人間の理想は確かに無限
に遠い。しかし、精神は永遠です。［...］精神は永遠に成長を続けるでしょ
うが、その目標に到達することは決してありません。」（NA Bd.20, S.10f.）
さらに、シラーの愛読書の一つにも挙げられております M.メンデルスゾ
ーン（1729-86）の『フェードン』（1767）にも、同様な内容の言葉が窺え
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ますことも申し添えておきます。こうしてみますと、シラーの同時代の思
想家たちは探究のテーマを共有し、いわば時代精神が啓蒙の精神を育み、
シラーもその時代精神に沿って教育の心を育んでいった、と捉えることが
できるのではないでしょうか。そして若いシラーにあっては、特に A.ファ
ーガスンやChr.ガルヴェの道徳的な思想が時代精神だったのでした。
さて、芸術、美的なものを教育に活用しようとする姿勢は、若い頃に書
かれた演劇論文『現代のドイツ劇場について』（1782）や『道徳的機関と
してみた演劇舞台』（1784）で明確に述べられております。これらの演劇
論文では、芸術は道徳に奉仕すべきと説かれる傾向が窺われます。舞台の
上では「悪徳と徳、幸福と苦境、愚昧と英知が人間について明白に真実に
いろいろ描写されて、通り過ぎてゆく」（NA Bd.20, S.91）と。演劇は人間
に関するすべてのこと、過去のことも未来のことをも、赤裸々に示すこと
ができるからこそ、「法律や宗教より一層強く永続的に影響を与える」
（NA Bd.20, S.94）といった言葉が繰り返されます。演劇は「実践的な知恵
のための学校である」（NA Bd.20, S.95）と説かれ、道徳的な教育の場と捉
えられております。ただし、後の美的教養の育成に関わる思想の萌芽も窺
えます。過度に緊張した精神を和らげ、逆に過度に弛緩した心に張りをも
たらす役目を、演劇の鑑賞によって惹起されますほど良い快の心に託する
主張もなされております。
それでは、若いシラーの手になる戯曲は、こうした演劇の精神をどのよ
うな形で織り込んでいるのでしょうか。シラーの名前を一躍世に知らしめ
ることになりました最初の完成戯曲『群盗』（1781）、そして次の作『フィ
エスコの反乱』（1783）と『たくらみと恋』（1784）で共通して流れており
ます追究のテーマのようなものを探ってみようと思います。確かに、人間
性を蔑ろにする制度や因習、そして固陋な人の心に対して、主人公である
若者たちは立ち上がります。盗賊団を結成しアウトローの生活を選ぶ者も
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いれば、武力による反乱や抵抗を試みる者もおります。止むにやまれない、
心の奥底からたぎり出る熱い思いは、愛する家族や恋人をも巻き込んで、
悲劇的な状況へ主人公たちを陥らせます。破滅をも恐れぬ青年たちの熱い
血を描き出すシラーの戯曲は、確かに感動と共感を惹起します。「啓蒙の
世紀」と呼ばれたことはあっても、18世紀のドイツにあって、体制に歯向
かうことは生命を賭けた覚悟のいることであったろうと推測されます。カ
ール・オイゲン公の不当な処置に反抗して、故国を出奔したシラーが辿り
ました逃亡の生活はそのことを物語っております。（もっとも、現代にお
いても体制や組織に歯向かうことには、相当な決意がいりますが。失礼し
ました。話をシラーに戻します。）しかも、作者シラーは気骨溢れる青年
たちを描き出しているだけではありません。彼等の生き様に、道徳的な結
末を付与しております。『群盗』のカール・モーアは、父を失い、恋人ア
マーリアを失って、次のような悔悟の言葉を発します。
「残酷な行為によって世界を清め、法を無法によって正そうなどと妄想
するとは！［...］俺のような人間が二人といれば、この道徳の世界のすべ
ての仕組みを破壊しつくすだろうと、ようやく悟った。」（NA Bd.3, S.134f.）
そしてカール・モーアは、自らを司直の手に委ねようと決意します。
『フィエスコの反乱』では、フィエスコは「高尚な頭脳には平凡な頭脳と
は異なる欲望があるものだ」（NA Bd.4, S.67）として、自分がジェノヴァ
の支配者になるという野望を正当化しようとします。しかし、その挙句に
フィエスコは革命の同志によって溺死させられます。『たくらみと恋』で
は、フェルディナントは「僕を信じろ。お前はもはや天使を必要としない」
（NA Bd.5, S.14f.）と、恋の世界での支配者の役を演じてしまいます。自分
の心、自分の思いに正直に生きようとするあまり、彼等は独りよがりの生
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を営んでいることも確かです。「人間は、野獣であるけれども、欲求から、
あるいは傾向性から狩や戦いに溺れるが、それにもかかわらず、最高に社
交的であり、市民的生活に適している」11とは、A.ファーガスンの言葉です
が、人間が生きるうえで他者を求める存在であること、社会的存在である
ことを、シラーはこのファーガスンの思想から学んだのでした。青年シラ
ーの戯曲では、失われた人間性の回復を叫び戦いを挑む青年の熱い心のみ
ならず、独善的な行為に走る青年像も描かれております。単なる勧善懲悪
ではなく、道徳的な人間悲劇の要素も織り込まれております。もっとも、
道徳的に何が善なる行為であるかを承知していながらも、抑えることので
きない熱い血のたぎりに苦悩する青年像を描くところに、青年シラーの熱
い思いを共有できるのではありますが。
また、シラーの道徳的な教育思想が顕著に窺えるものとしまして、イエ
ーナ大学の教授に就任した折に行ないました講演が挙げられます。シラー
は歴史の研究でも才能を発揮しまして大作 12を書き上げ、読者の好評を博
しております。そして歴史著述家としての評判とゲーテの後押しによりま
して、イエーナ大学の教授職に就くことができました。そこで、イエーナ
大学の学生や教職員を前にしまして、教授就任講演を行うことになります。
1789年、30歳のときです。この講演会は、予定していた会場を急遽変更し
なければならないほど、大変な盛況だったそうです。新任の教授は戯曲
『群盗』の作者であることが、学生や教職員の間に広まっていたのでした。
さて、その公開講演は『世界史とは何か、また何のためにこれを学ぶか』
という題を掲げております。この講演論文では、教育の現場で教えている
者と学んでいる者に向けた、実践的な教育の心構えが説かれております。
シラーは、実利主義的･功利主義的な目的で学問研究の真似事に従事する
者を「パン学者」と呼んで、その生き方に厳しい非難の言葉を向けており
ます。これに対して個人的な利害には関心を向けずに、平和な世界秩序の
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構築に向けて、知識の修得と探究に従事する者に対しては、「哲学的頭脳」
という呼称を授けて賛美しております。また、学びの徒に向けては、楽観
主義的な人間観･歴史観に立ち、人間の向上心の耐えざる高揚を説き、進
歩を続ける人類の文化的歩みに合流し寄与することを訴えております。シ
ラーは次のように述べております。
「高貴な願望が私たちの心の中で燃え上がらねばなりません、真実と道
徳、そして自由についての豊かな遺産になるように。この遺産を私たちは
前の世界から引継ぎ、豊かに増して次の世界に再び引き渡さなければなり
ません。」（NA Bd.17,  S.376）
ただいま引用しました言葉と同様な、極めて道徳的・教訓的な言辞が続
き、学生のみならず、教員に向けても、社会における、それどころか人類
の歴史における自己（個人）の存在意義の何たるかを自覚して、不断の人
格形成に努めなければならないと、説かれております。
Ⅲ．美的教育の思想
次にシラーの美的教育の思想について触れてまいります。シラーが説い
ております美的教育の思想と申しますと、何よりも、『美的教育書簡』（1795）
が挙げられます。1791年から３年間にわたって経済的な援助を行なってく
れました、現在の国名で申しますと、デンマークのアウグステンブルク公
（1765-1814）に宛てて、シラーが謝意を込めて書き綴った一連の書簡が切
っ掛けとなって纏められました、あのよく知られております美的教育論文
でして、1794年から 1795年にかけまして雑誌「ホーレン」に発表されま
した。この『美的教育書簡』では、当時流行り始めておりました合理主
義・主知主義に対する不満もありまして、根源的な生の回復が求められ、
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調和的な人格の形成に向けた心のあり様が説かれております。シラーは形
式衝動、素材衝動、そして遊戯衝動といった用語を援用しながら、人間の
心の構造の分析と統合を試みまして、人としての理想の心のあり様を追い
求めております。その理想の心とは遊戯 Spielの心であると、私は解釈して
おります。形式衝動とは理性的なもの、素材衝動とは感性的なものを指し、
そして遊戯衝動とは、理性的なものと感性的なものとの協働と統合により
まして、均衡ある心を呼び起こす原動力のようなものです。因みに、私は
遊戯 Spielの心を、形式衝動と素材衝動の統合というより、調和的な混和と
解しております。
そこで、シラーが究極の理想の心と見做している遊戯Spielの心について、
触れたいと思います。シラーの未発表原稿の中に２頁に満たない覚書のよ
うなものがあります。シラーが亡くなりましたのが1805年ですが、その死
後、百数十年を経まして、K.ゲーデケという研究者によって発見された原
稿ですが、その一部を紹介したいと存じます。
「喜劇における私たちの状態は、静かで、明るく、自由で、快活であっ
て、私たちは活動も、苦悩も感じず、私たちはただ眺めているだけで、全
てのことが私たちの外にあります。これは、もはや人間世界のことには関
わらず、あらゆるものの上に自由に浮かび、如何なる運命も触れず、如何
なる法も規制しない神々の状態です。」（NA Bd.21, S.92f.）13
このメモ書きと『素朴文学と情感文学について』（1796）の関わりが指
摘されるときもありますが、正確なところはいまだ分かっておりません。
Spielの心に通じる言葉であると解しまして、紹介させていただきました。
さて、この『美的教育書簡』で採られております基本的な姿勢は、心の
醇化のために、美的教養と道徳的教養の育成を共に求めるというものです。
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ただし、道徳的教養から美的教養に高まると説かれるのでもなく、あるい
は美的教養から道徳的教養へ高まると主張されるのでもありません。一方
が終わって他方へ、というのではなく、一方の高まりにつれて他方も高ま
ることが求められております。美的教養と道徳的教養とを兼備する教養の
レベルを高めてゆくことによって、「真に美しい魂」に向うことができる
のです。美的教養の真の完成は、道徳的教養の高まりを必然的な契機とし
なければならないのです。道徳的教養の高まりに伴って美的教養も高まる
ことによって、「真に美しい魂」に近づくことができる、と説かれており
ます。性格美としての美しい魂は単なる美しい魂ではなくて、性格の道徳
的完成が不可欠であるとされております。感性的かつ超感性的存在として
の人間は、自発的な原理として道徳性を要素として含むことによって、高
次の美的調和的な心意状態を招来してゆこうとしなければならない、と説
かれております。
実は、シラーは道徳的な美のあり様を実践的な例で示しております。所
謂『カリアス書簡』と呼ばれております友人 Chr.G.ケルナー（1756-1831）
宛の６通のシラー書簡（1793.1.25-2.28）の中で、次のような話が紹介され
ております。追剥に襲われて、身包み剥がれ負傷して倒れている旅行者に
５名の旅行者が遭遇します。それらの５名の者たちはそれぞれに５通りの
対応を示します。どの行為を道徳的な美の行為と捉えるかが問われるわけ
です。ある者は多忙を理由に金だけをおいてゆこうとします。またある者
は助けるからといって金を要求します。恩着せがましく善意を強調する者
もおります。それらの中で、５番目の男は、難渋している怪我人を見るや、
自分の荷物を道に投げ捨てて、救助に励んだのでした。見返りを意識する
ことなく、自然な行為として。シラーはこの男が取った振る舞いを「道徳
的な美」の行為と捉えまして、次のように解説しております。
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「５番目の男だけが、その際に全く自分のことを忘れ、まるで本能が行動
したかのように、自然な振る舞いであるかのように自分の義務を果たした
のでした。ですから、道徳的な行為は、おのずから生じた自然の作用のよ
うに見えるときに、初めて美的な行為になるのです。」（NA Bd.17, S.198．
1793年2月19日付Chr.G.ケルナー宛シラー書簡。）
先ほど遊戯衝動という言葉を持ち出しましたが、この遊戯衝動は「融和
的な作用」即「緊張的な作用」という「唯一の働き」によって心に調和的
な状態を惹起する、と説かれます。「感情能力」と「理性能力」の調和的
な美の形成のうちに理想美を捉えようとする論究姿勢ですが、『美的教育
書簡』に先立って書かれました美学論文『優美と品位について』（1793）
におけますと同様に、穏やかな感性的な美感について主として論じられて
おりまして、もう一方の精神的な美感と申しますか、品位や精力的な美に
ついての論究は、『崇高論』（1793/94,1801）まで待たなければなりません。
ですが、シラーが理想とします心は、自発的な道徳性を内在し、感性的な
本性と精神的な本性とが同時に喜び（快）を覚える心、先ほど紹介いたし
ましたシラーの未発表原稿（『悲劇と喜劇』）で説かれております心のあり
様、あるいは、本日の話では触れませんが、戯曲『ヴィルヘルム･テル』（1804）
—この戯曲（ドラマ）は、スイスの民間伝説に素材を求めたものですが、
悪代官の前で我が子の頭の上にリンゴを置いて、そのリンゴを射抜く弓の
名人の物語です—この戯曲の最終の場、他国の政治的圧力から守りぬいた
故郷の山々を眺めているテルと村の人々の心のあり様なのです。
さらに、シラーの美的なものによる教育思想の特色について触れますと、
人格形成に向けて、一つは美的なものを方途（手段）、つまり理想の心意
状態に至りつくために進むべき道筋と解し、もう一つは、美的なものを理
想として捉えていることです。方途と申しますのは、美的なものの享受に
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よって惹起されます心の状態そのものが人間の心の純化・高尚化を直接に
生み出すのではなく、あるいは清澄な心に移行するのでもなくて、歪みや
偏りを生じている心に均衡ある状態を回復し、より明澄な心意状態への移
行を可能にするもの、移行への手助けとして、美的なものが捉えられてい
るからです。美的なものによって惹起されます心意状態は、野卑な心の状
態でもなければ高尚な心の状態でもなく、「中間的状態」「ゼロの状態」の
心なのです。この「中間的状態」について、シラーは次のように説いてお
ります。
「感覚の受動的状態から思考と意志の能動的状態への移行は、美的自由
という中間的状態以外によっては起こりません。そしてこの状態自体は、
私たちの洞察のためにも、心情のためにも何事かを決定するということは
なく、つまり、私たちの知的価値と道徳的価値にとって全く問題にならな
いのですが、私たちが一定の洞察や心情に到達しうるための必要条件で
す。」（NA Bd.20, S.383）
また、美的なものは、人間が至りつくべき理想の心の状態でもあります。
しかも、この理想の心の状態は最終の、究極の理想状態ではなくて、次に
はこの理想の心の状態が方途となって、次なる理想の状態を目指すように、
人の心を陶冶するのです。ですから、美による、美を経て、美に至る人間
形成の一連の流れは、直線的なものではなく、螺旋的な円環状に上昇する、
と解せます。そして、この心の状態の純化・高尚化はまさに無限に続くわ
けです。なぜならば、シラーが説き、希求する究極の理想的な心の状態は
神の心に等しいものだからです。神と等しい存在になること、これがシラ
ーによって若年の頃から不断に追い求められた理想の人間像なのです。そ
してシラーにとって、この神の心は、人間を含めまして自然の被造物の中
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に分かち潜まされているのです。被造物の一つであります人間について申
しますと、シラーは特に古代ギリシャの人々の心に神の心の分有をみてお
ります。勿論、シラーが追い求めます古代ギリシャ人とその世界とは、歴
史上で現実に存在したものではなく、シラーの想像的造形によるものです。
シラーの眼差しは素朴な過去に向かうと共に、明澄な未来世界にも向かっ
ておりますことを、忘れてはなりません。
これまで『美的教育書簡』で説かれております教育思想について、まこ
とに概略的に申し上げましたが、シラーの教育思想を探るためのキーワー
ドを幾つか捉えたつもりです。それらの言葉を羅列することになりますが、
今一度、申し上げたいと存じます。
＜感性と理性の調和、神と等しい存在（Gotta..hnlichkeit）、愛の絆、古代
ギリシャへの憧憬、中間的状態、永続的な人格陶冶、道徳的教養と美的教
養の兼備＞
道徳的教育に関心が向けられました青年期の教育の心を探るために、青
年期の演劇観と戯曲の内容について概観し、美的教育に関心が向けられま
した壮年期の教育の心を探るために、『美的教育書簡』についてお話いた
しました。Fr.シラーの人間形成の心、教育の心をお伝えすることができま
したならば、大変嬉しく存じます。
註
次の略語を用いる。NA：Schillers Werke. Begru..ndet von J.Petersen. Nationalausgabe. Weimar
1943ff.
1シ ラーの歴史研究の姿勢は、歴史哲学に属し、カントの歴史哲学から大きな影響を受
けている。
2Gespra..che mit Eckermann. Goethes Werke. Artemis Verlag. Zu..rich 1948. Bd.24, S.144
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3Nietzsche, Friedrich. Sa..mtliche Werke. Berlin 1980. Bd.6, S.111 Fr.ニーチェはシラーの論
説を道徳的過ぎるとして批判、揶揄しているが、『悲劇の誕生』（1872）等ではシラー
の美学論（遊戯論、崇高論）を引き継いでもいる。
4参 照。『素朴文学と情感文学について』に次の文が窺える。「牧歌はもはやアルカディ
アに戻れない人間をエリュシオンにまで導きます。」（NA Bd.20, S.472）
5Staiger, Emil: Friedrich Schiller. Zu..rich 1967, S.29
6少年期・青年期においては、所謂通俗哲学の思想の影響を受け、完全性の原理と愛の哲
学がシラーの世界観を支えている。壮年期以後には、カントの批判哲学、自律概念、
趣味概念の受容、対立そして凌駕の試みが窺える。また、K.Ph.モーリッツ（1756-93）
の美学思想や、J.G.フィヒテ（1762-1814）の自我概念、相互作用論の影響も看過できな
い。
7 シラーの妻シャルロッテ(1766-1826)の姉。
8 後に、「カール学院」と改名。
9Garve, Christian. Gesammelte Werke. Hildesheim 1772. Bd.11, S.103
10カ ール学院生徒シラーは、領主カール・オイゲン公の愛人（国母）フランチスカ・フ
ォン・ホーエンハイムの誕生日の祝宴で、2度スピーチを行なっている。『過度の善意、
親切や大きな寛容も最も狭い意味において徳に属するか』（1779）と『結果からみた徳』
（1780）がそれである。
11Garve, Christian. Gesammelte Werke. Hildesheim 1772. Bd.11, S.17
12『オランダ離反史』（1788）
13こ の遺稿はシラーの死後、約 150年を経て、K.ゲーデケによって発見された。参照。
NA Bd.21, S.389ff.
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